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はじめに
オックスフォードの歴史あるカレッジの一つ Christ Church の数学の講
師であり，今や世界の児童文学の古典となった『不思議の国のアリス』，
『鏡の国のアリス』の作者として知られるルイス・キャロル Lewis Carroll
（本名 Charles Lutwidge Dodgson, 1832-98）は1898年１月14日の午後，ク
リスマスに帰省していたギルフォードの自宅で，気管支炎から引き起こし
た肺炎であっけなくこの世を去った。（本名で書くべきかと思うが，ここで
はよく知られたペンネーム，キャロルで統一する）。自宅と言っても生活の
根拠は勤務先の学寮内にあり，ギルフォードの家は姉妹達の暮す帰省用の
家だった。姉妹の一人に見守られて，キャロルが息を引き取ったのは，満
66歳になる数日前だった。
突然この世を去る誰もがそうであるように，キャロルにもたくさんのや
り残したことがあった。キャロルの甥の Stuart Dodgson Collingwood 
（1870-1937）は，即刻，The Life and Letters of Lewis Carroll（1898）と Lewis 
Carroll Picture Book（1899）の二冊の本を編んだ。その後者，『ルイス・キ
ャロル・ピクチャー・ブック』に，気になる一節がある。編者のスチュア
ートが伯父キャロルの遺品の整理中に見つけたというノートに記された 
“inventions” という項目に関することである。
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その見出しの下には，“8/1/75 idea of ‘Alice’s Puzzle-Book’”と記入されて
いて，それは “Original Games and Puzzles” と言う題でまとめられるはず
のものであり，Gertrude Thomson （1850-1929）が挿絵を約束していたが，
キャロルはまだ文章にまとめてなかったという記述である1）。ガートルー
ド・トムソンは，キャロルが５歳までの幼児向けに編んだ『幼子のアリス』
The Nursery ‘Alice’（1890）の表紙と，キャロルの詩集 Three Sunsets and 
Other Poems（1898）の挿絵を描いた女流画家である。
キャロルは生前一冊だけクイズの本を出版している。10話からなる話の
中に高度の数学的な問題を含んだクイズ集である。月刊雑誌 The Monthly 
Packet に1880年から84年までシリーズで載せて，読者から解答を募ったも
のに解説も添えてある。A Tangled Tale （1885）と名付けられたその本は，
日本では柳瀬直樹氏によって『もつれっ話』（れんが書房新社 1977）とい
う題で訳出されている。その本から，謎なぞの部分だけ取り出したもの，
私的にまとめたもの，またキャロルが少女に与えた手紙の中に書き込んだ
ものなどがキャロルの死後，「キャロルのパズル」としてさまざまな形で出
版されている。知的好奇心のある人々を駆り立てずには置かない何かがあ
るのだ。
ここではキャロルと少女友達についての考察の一環として，少女友達へ
の手紙に残されたキャロルのクイズについて考えていきたい。
キャロルは手紙魔で，生涯に途方もない（10万通に近い）数の手紙を書
いた2）。授受した手紙は自ら詳細に記録を残している。少女友達に送られ
た手紙は，もらった少女にとっては宝物である。故に大事に保管されてい
た。キャロルの死後，コレクターの必須アイテムとなって価値が負荷され
たことも引き金となって，多くのものが明るみに出た。そのおかげで，手
紙に書き込まれたり，少女達に与えられた献呈本に書き添えられたりした
キャロルの考え出したゲームやパズルのあるものは救われた。ゲームやパ
ズルのルールは雑誌に発表されたものがいくつかは残っているが，それら
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についてもキャロルの頭の中で練られていたものが，完成までの過程で「子
供友達」に語られて手紙の形で残されているので，その変遷をたどること
も可能である。
少女達への手紙を読むと，パズルやゲームは，キャロルにとっては確か
に交友を楽しむための大事な手段ではあったが，それだけではなかったこ
とがわかる。キャロルはその時どきに交友のあった少女達に自分の考案し
たパズルをぶつけたり，ゲームで遊んだりしながら，常に一方では，少女
たちの力を借りて改良を重ね，より洗練されたものにしていこうとしてい
たことがわかる。そして，その先にはそれを出版して知的な喜びを一人で
も多くの人と分かち合いたいという願望があった。
余りに突然にあっけなくこの世から消えてしまったので，多くの少女達
に分散して与えられたキャロルの謎なぞや言葉遊びを含むパズルがこの分
野のキャロルの業績の大きな遺産となってしまった。少女友達の保有する
手紙の価値がますます上がったことは言うまでもない。キャロルの死後
徐々に明るみ出てきたキャロルの「知」の断片は，その水面下にあったで
あろう膨大な「資源」（キャロルの創造の才能）を彷彿とさせるものである。
その一端は，前述した『ルイス・キャロルの生涯と手紙』The Life and 
Letters of Lewis Carroll に編者スチュアートが拾った，伯父キャロルが少女
友達へ送った手紙によって公になった。私的に保管されていた手紙に書き
込まれたパズルやクイズやアクロスティックなどが初めて出版され，これ
がまず読者の目に触れることとなったのだ。
その氷山の一角のようなキャロルの知的遺産―公表された少女友達の
手紙に含まれたパズルやクイズ，さらにはキャロルが考案したさまざまな
知的ゲーム―をたどっていると，キャロルにとって少女友達とは何だっ
たのか，なぜあんなにたくさんいたのか，また一度に一人だけの少女を招
くのが好きなのに，姉妹の多くいることを喜び，そしてまた年長の女性よ
り思春期前の少女を好みながら，なぜあんなに大勢文通を重ねて交友関係
を保った成年の女性がいたのかという，長年の疑問が解けてくる。
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創造の人であるキャロルは，まだ誰も考えていないことを考えつき，自
分が楽しみ，人々を楽しませる天才だった。10代の後半に作った家庭内回
覧雑誌『牧師館の雨傘』The Rectory Umbrella （1850-3）にキャロルが描い
たよく知られた絵は，若々しい体にひげを生やし，スカートをはいた男性
を，悲しみや恨みや悪意などさまざまなネガティヴな感情から守り，人生
に歓喜や幸福や知識や趣を与えてくれるのは，物語 tales，詩 poetry，戯れ 
fun，謎なぞ riddles，冗談 jokes であることを示している。どれも言葉を使
って人間が作り出す世界である。キャロルの中では，リドルもジョークも
物語や詩と同じように価値があったのである。言葉を使う人間が人間らし
く生きる上で欠かせないものだったのである。
キャロルが興味のある少女は，美しいこと，上品なこと，シャイすぎな
いことの他に，二人で会っていて退屈しない，つまり知的なレベルが高い
ことが不可欠の条件だった。言葉で，数字で共に遊べる，キャロルと共有
する時間をみずから楽しめる少女でなければならなかった。キャロルは少
女達がゲームやパズルに喜んで取り組んでくれることを期待した。
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キャロルが考案して交友に使った主なゲームやパズルには，Riddle（謎
なぞ）， Puzzle（パズル），Doublet （=Word Link 言葉の輪）（ダブレット），
Syzygies（朔
さく
望
ぼう
＝太陽・地球・月が一直線に並ぶこと）（シズィジーズ），
Mischmasch（ミッシュマッシュ），Acrostic（アクロスティック），Anagram
（アナグラム），Lanrick（ランリック），Memoria Technica（メモリア・テ
クニカ），その他 Castle croquet, Backgammon の改良版，などがある。こ
の中で，キャロルがチェスとは違う盤上で闘う新式の知的ゲームを考案し
ようと最も長くその創造に時間をかけたランリック，及びその出来事にま
つわる詩を暗唱して歴史上の年号を覚えさせようとするメモリア・テクニ
カなどは，もはや少女友達との遊びの手段とは言いがたいので，ここでは
触れないことにする。
キャロルは自分が選んだお気に入りの少女友達に以上のような知的な遊
びを教えて，自分の考案したものを公表する前にトライしてもらったり，
より洗練されたものにするためのアイデアをもらおうとした。時には，「少
女友達」の年齢がぐっと上がり，もう何年も交流のない成人した「少女友
達」に助力を仰いだりもしている。
以下では，キャロルが特定の少女に与えたリドル，パズルの例を挙げ，
ダブレット，シズィジーズ，ミッシュマッシュがどういうゲームだったか
を簡単に述べながら，キャロルと付き合いのあった少女達を紹介し，冒頭
で提言したことを探っていきたい。
1．Riddle　謎なぞ
キャロルは自分の審美眼にかなった少女と進んで知り合いになる。その
後，成り行きを見ながらさらに選択して，相手と両親の意志を尊重した上
で，real friend になろうと積極的に働きかける。こうしてキャロルに選ば
れた少女友達は増えていく。
まず，ガートルード Gertrude Chataway（1866-1951）をあげてみたい。
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キャロルは彼女と1875年，休暇も終わりに近い9月29日に，避暑地ワイト
島のサンダウンで知り合った。ガートルードはハンプシャーの牧師 James 
Chataway（1827-1907）の娘だった。休暇に来ていた一家は，たまたまキ
ャロルと隣り合った所を借りていたのだ。たくさんの兄弟姉妹がいる中で
当時８歳半のガートルードがキャロルのお気に入りだった。
その後の２週間キャロルは頻繁にガートルード達と交流した。海辺で遊
ぶガートルードの姿のスケッチもしている。その夏，キャロルは10月の半
ば近くまでそこにいた。キャロルのガートルードへの思いは，残されたた
くさんの手紙から伝わって来る。お誕生日の祝いに「君の健康を飲んだら
黙ってないだろ」と言う手紙とか，郵便屋さんに「こんなにたくさんキス
を送って重たくした手紙をよこす小さな女の子にどんないいところがある
のかと聞かれたよ」，とか，「今後君とは2470通しか手紙を交換しないと約
束するよ」と言う手紙など，はっとするような言葉の混じったおもしろい
ものが多い。1975年12月９日付けの手紙の終わりにはこんな謎なぞがあ
る3）。
Why is a pig that has lost its tail like a little girl on the sea-shore?
Because it says,” I should like another Tale, please! “
『不思議の国のアリス』のマウスの話を連想させるような謎なぞだが，背
景にある，避暑地で隣り合った住居の階段の足音を聞いて，駆け下りて来
てお話をねだった少女と作家という私的な背景を知ればこの謎なぞの面白
さは増す。
ガートルードへの執着は翌年まで衰えなかった。以下の1876年７月21日 
付けの手紙などまるで恋人に宛てたかのようである。
MY DEAR GERTRUDE, 
Explain to me how I am to enjoy Sandown without you.  How can I 
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walk on the beach alone? How can I sit all alone on those wooden 
steps? So you see, as I shan’t be able to do without you, you will have 
to come.4）
ガートルードへ当てた他の手紙には謎なぞは見つかっていないが，キャ
ロルの作品の中に永遠に名をとどめることになった少女の一人だ。キャロ
ルの詩『スナーク狩り』The Hunting of the Snark（1876）の冒頭に，ダブ
ル・アクロスティックで彼女の名前が読み込まれている。後年ガートルー
ドは，キャロルが子供である自分一人を相手に全く退屈した様子もなく，
突拍子もない物語を考え出して語ってくれ，自分がはさむちょっとした言
葉の端を捕らえて話を膨らませ，物語作りに参加している気分にしてくれ
たと回想している。
開示されたたくさんの手紙は，キャロルと少女との交友を知るいい手が
かりである。（ちなみに，二冊の『アリス』のモデルになったアリス Alice 
Pleasance Liddell への手紙は，後年アリスが述懐しているように「（母親に
捨てられて）くずかごに消えて」しまっている。5））
成長するにつれて，多くの少女友達はキャロルから離れて行ったが，彼
女は数少ない生涯の友の一人で，1893年９月，ほぼ20歳のころ，避暑地に
キャロルを訪れ滞在もしている。キャロルの死後1907年に40歳を過ぎて，
建築家で作家の Thomas D. Atkinson（1864-1948）と結婚した。
キャロルには実に数え切れないくらい大勢の少女友達がいたが，友情が
1870年代，1880年代と続き，キャロルの fanciful な手紙，詩，パズルに霊
感を与えたのが次に述べるワトソン家の３姉妹ハリエット Harriet Selina
（b.1860），メアリー Mary Emma（1861?-1928），ジョージーナ Georgina 
Janet（b.1862）であった。幸い，３人姉妹の中で一番長生きした真ん中の
メアリーの手元にあったキャロルからの手紙79通が Some Rare Carrolliana
（1924）６）という本になって世に出たので，姉妹について多くのことが知れ
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るようになった。この中に３人のために書かれた詩や，パズルが載ってい
る。少女達の父親は，George William Watson（1822-63）で，オックスフ
ォード Merton College の聖職者だったが，キャロルが姉妹と知り合った時
は既に故人で，姉妹の母親 Selina Georgiana （d. 1879）は未亡人だった。
姉妹には Oriel College を出て聖職者になった兄 Charles Kaye Watson
（b.1858）がいたが，キャロルの長く続いたいい少女友達の中には未亡人を
母に持つ家庭の姉妹が多くいた。
キャロルは姉妹を３人まとめて言う時は，ハーマリーナ Harmarina と呼
んだ。キャロルが姉妹の名前から取って作った portmanteau 語である。
Har はHarriet の愛称 Hartie から。
Mar は Mary から。
最後の Ina は Georgina を短く呼だもの。
1869年10月５日の日記にキャロルは「とうとう３人と知り合いになれて
嬉しい」と記している7）。この時ハリエットは10歳，メアリーは９歳，ジ
ョージーナは８歳だった。その日，帰省先のギルフォードで，キャロルは
母親に連れられてきた３人の写真を撮ったことが記されている。50年代中
頃から始めた趣味の写真は既に長い経験を積んでいた。その写真は余程い
いできだったのだろう。「この日を white store でマークしておこう」と日
記を結んでいる。この言葉はアリス姉妹を学寮長邸の庭で初めて撮影した
時に見られる記述で，特にいいことのあった日に記される。この日付けの 
Ina 宛の手紙がよく知られた rebus（判じ絵）の手紙である。次頁に載せた
のは最初の１ページである。
ついでに言うと，キャロルはたくさんの手紙を考案している。鏡文字で
書いた手紙，渦巻き状に外周から書き始めて中心に向かう手紙，震え文字
で書いた手紙，小さな小さな文字で書いた豆手紙，詩行を切らずに連ねた
手紙等々である。
1870の夏にキャロルは「３人の頭を寄せて当てられるか考えてごらん」
と Mary に詩で書いた謎なぞ（verse-riddle）を送った8）。この年キャロル
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はこの形の謎なぞに凝っていた。
Dreaming of apples on a wall,
　And dreaming often, dear,
I dreamed that, if I counted all, 
　How many would appear? 
塀の上に載ったリンゴの夢を見る
　しじゅう夢を見るんだよ。
夢に出てきたのを全部数えたら，
　幾つあるかしら？　
キャロルとパズルと少女友達
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この詩は，1870年12月の Aunt Judy’s Magazine に載った７編の一つとな
った。解答は次号に掲載するというものだった。翌月読者が詩で答えた解
が載った9）。
If ten the number dreamed of, why ‘tis clear
That in the dream ten apples would appear.
解を読むと変哲はないが，読者はこういうキャロルの謎なぞ詩に喜んだ。
そして，誰よりも先に将来本に載る詩をもらった少女達はどんなに誇らし
かっただろう。
1876年12月３日，メアリー･ワトソンへの手紙に「みんなの年齢と誕生
日を教えてくれてありがとう。私より２歳２ヶ月上だね（３人併せてって
こと）」と言う文がある10）。キャロルは知り合うと名前と生年月日を聞きた
がった。それを丁寧に記録し，誕生日に合わせて自分の本を送っている。
これは正確なことを知りたい数学者キャロルの特性だろうが，文字遊び，
数字遊びに喜びを見いだすキャロルの最も顕著な特徴である。
1877年８月20日，キャロルは日記に記している11）。「毎日，その気になれ
ば新しい素敵な子どもたちと友達になれる。今朝私のリストにハル氏とそ
の一家（４人の娘と，会わなかったが息子一人）が加わった」と。その年
の休暇の終わりに近い９月27日の日記には「この度の海辺での休暇の間に
できた child-friends は今までのどの年よりも多かった」とあって，15家族，
35人の少女の名前が列挙されている12）。これらの child-friends は一夏だけ
の友達だったり，長く友情を保つことになったりしたのだが，公表された
手紙が限られているので，real friends となってキャロルからもらったかも
しれないおもしろい手紙がそこに載った知的なことば遊び，謎なぞなどと
共に消えてしまったものもあっただろうと思う。
ワイト島での休暇を辞めてから死ぬまでくり返し行っている避暑地イー
ストボーンで出会ったハル家の子どもたちとキャロルは急速に仲良しにな
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った。何週間も一緒に海岸を散歩したり，展覧会を見に行ったり，お昼を
一緒に食べたり，頻繁に交流している。10月３日にはロンドンでハル家を
訪問している。Barrister（法廷弁護士）をしているハル氏には，当時10歳
だったアグネス Agnes Georgina Hull（1867-1936）の他にアリス Alice（14
歳），アムヤット Amyatt（12歳），イーヴリン Eveline（９歳），ジェッシ
ー Jessie（６歳），総計５人の娘がいたが，真ん中のアグネスがキャロルの
一番のお気に入りだった。
1877年12月10日にアグネスは始めてキャロルから手紙をもらった。その
手紙は，「１レッスン半クラウンで，6 “lessons-in-forgetting”を取ったの
で，そのおかげでアグネスを忘れることに成功したよ」と始まっている。
これにはアグネスに宛てた謎なぞ詩verse riddleが同封されていた13）。
They both make a roaring―a roaring all night:
They both are a fisherman-father’s delight:
They are both, when in furry, a terrible sight!
The First nurses tenderly three little hulls,
To the lullaby-music of shrill-screaming gulls,
And laughs when they dimple his face with their skulls.
The Second’s a tidyish sort of a lad,
Who behaves pretty well to a man he calls “Dad,”
And earns the remark “Well, he isn’t so bad!”
Of the two put together, oh what shall I say?
‘Tis a time when “to live” means the same as “to play”:
When the busiest person does nothing all day.
キャロルとパズルと少女友達
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When the grave College Don, full of lore inexpressi-
ble, puts it all by, and is forced to confess he
Can think but of Agnes and Evy ―
両方ともうるさいです―　一晩中騒ぎます。
両方とも漁師をしている父親の喜びです。
両方とも怒り狂った時にはひどい剣幕です！
一方はやさしく３つの小さな船（hull）を揺すります。
甲高いカモメの子守唄に併せて。
カモメがその顔に頭を突っ込むと笑います。
もう一方はなかなかいい若者です。
“Dad” と呼ぶ男にはかなり素直に振る舞います。
そして，こう言わせます。「うん，やつもまあまあだな！」
両方を一緒にすると，はて何と言ったらいいだろう？
「生きること」が「遊ぶこと」と同じことを意味する時：
この上もなく忙しい人が一日中何もしない時：
真面目な大学の Don がいい表せられないほどの知識を
傍らに置き，告白しなければならない
アグネスとエヴィーのことしか考えられないって―
答えは season であるが，前半が意味するものと後半が意味するものとを
合わせると求める単語が見つかる高度な謎なぞである。
実はキャロルは同じ謎なぞ詩を既にゲイナー Gaynor Simpson（1862-
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1954）という少女に送っている。キャロルは1872年１月15日に知人の家で
ゲイナーと妹のアンに会った。その日の日記に「姉の方は今まで会った中
で最も賢い子供の一人だ」と書いている14）。父親は Charles Turner Simpson
（1819-1902）で，barrister だった。Collingwood に引用されているゲイナ
ーに送った謎なぞの載った手紙には日付けがないが，アグネスに送ったも
のに先行しているはずだ。しかし，11歳のゲイナーにキャロルが与えた以
下の謎なぞは難しかったのではないかと思う。洗練された，分かりやすい
アグネスに与えたものとは大きく違う。キャロルが同じテーマをより良い
ものにしようと試作しているのがわかる。そして，それを公にする前に，
出会ったこれぞと思う少女に与えて，考えてもらっていたことがわかる。
少女達は，Muse の役割を果たしていたと言っていいだろう。以下がゲイ
ナーに与えた謎なぞ詩である15）。
　My first lends its aid when you plunge into trade.
Gain. Who would go into trade if there were no gain in it?
　My second in jollifications---
Or [The French for “gold”---] Your jollifications would be very limited if 
you had no money. 
　My whole, laid on thinnish, imparts a neat finish
　To pictorial representations.
Gaynor. Because she will be an ornament to the Shakespeare 
Charades---only she must be “laid on thinnish,” that is there musn’t be 
too much of her. 
　１番目に来るのは貿易を始める人を助けます。　
Gain：儲けがなければ誰が貿易などするかしら？
　２番目に来るのは浮かれ騒ぎです。
Or［or はフランス語で金］：お金がなければ浮かれ騒ぎをするにも限
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度がありますね。
　全体は，薄く敷かれて，背景として描かれた絵をこぎれいに仕上げ
ます。
Gaynor：それはシェイクスピア劇の装飾になるからです。ただ薄く敷
かれなければなりません。つまり，たくさんあってはいけないと言う
ことです。
次のゲイナーへの手紙でキャロルは答えを明かしているが，自分でもき
っと少女の解けるようなものだとは思えなかったに違いない。以下がその
手紙である。
　My dear Gaynor. ---Forgive me for having sent you a shame answer 
to begin with.
　My first---Sea. It carries the ship of merchants.
　My second---Weed. That is, a cigar, an article much used in 
Jollifications
　My whole---Seaweed. Take a newly painted oil-picture; lay it on its 
back on the floor, and spread over it, “thinnish,” some wet seaweed. 
You will find you have “finished” that picture. 
この謎なぞ詩にはキャロル自身満足していなかったはずだ，だからそれ
が長いこと頭に残っていて，ようやくアグネス・ハルに会った時，満足の
いくものに結実したに違いない。この頃のキャロルのハル家への執心は激
しいものだったらしく，手紙にはキャロルが心を躍らせ，ハル家の子ども
たちと一つになりたい気持ちがほとばしっている。
1878年の夏にイーストボーンで再会。９月17日の日記にはアグネスのた
めに「小さな個人的な謎なぞの本を書き始めた。題は“Remarks on the 
Victims”としよう」という文面が見える16）。22日の日記には，「小さな本
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を印刷して他にアクロスティックなどをつけ加えて出版するという考えが
浮かんだ。一般読者向けではないが，アグネスの写真を扉に載せたい。500
部か1,000部作るから，写真は Woodbury-type で割に合うだろう」とあ
る17）。キャロルが準備していたこの本は，アグネスも楽しみにしていたが，
結局出版されなかった。1878年11月16日「あの本はまだですか」と言うア
グネスへの返事に，「私は conundrum（語呂合わせの謎，地口謎＝言葉の
二義を引っかけて地口などで答えるもの）を発見しました」と書いて以下
の謎なぞをあげている18）。
Why is Agnes like a thermometer?
Because she won’t rise when it’s cold. 
（なぜアグネスは温度計に似ているか？
なぜなら，寒いときは起き上がらないから）
1878年12月21日にはこんな謎なぞをもらう19）。
Why does Agnes know more about insects than most people? 
Because she’s deep in entomology.
（なぜアグネスは，たいていの人よりも昆虫のことを知っているか？
なぜなら，昆虫学に造詣が深いから）
なぜなら，と答えは書いてあってもアグネスはきょとんとしていただろ
う。２日後の12月26日に「full answer を教えてあげましょう」と，手紙を
もらう。「sheと言うのはフランス語で elle ［エル］のことで elle は英語の 
L で，entomology（昆虫学）の７番目の綴り字，この単語の深いところに
はまっています」と解説がしてあった20）。 
翌年の夏，再会した。８月29日の日記によると，アグネス，イーヴリン，
ジェッシーがきて，この時アグネスが，“Remarks on the Victims”の原稿
を持っていってどこかに落とし，結局，見つからなかった，とある21）ので
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まだ出版されてないまま，紛失したのだろう。キャロルはさらにたくさん
の謎なぞやゲームを考案して，出版するつもりだったのだろうが，先にも
述べたように生前にはこの類の本は一冊も出版されなかった。
キャロルはアグネスの姉妹達も気遣っているが，アグネスが他の姉妹を
置いてずば抜けたお気に入りだったことがわかる。彼女の名前を織り込ん
だアクロスティックも作っている。
以下の渦巻き手紙はアグネスにあてたものである。
あくまで趣味の域は出なかったが，最初期の写真家の一人としてキャロ
ルは高く評価されている。特に何十秒もの露出時間のかかる子供の写真に
いいものがたくさん残されている。キャロルが写真のモデルとして最も執
着 し た 少 女 の 一 人 が エ ク シ ー Xie と 呼 ば れ て い る Alexandra Rhoda 
Kitchin （1864-1925），オックスフォード在住のキャロルの同僚の娘だった。
キャロルは長いことこの同僚の美しい娘の写真を撮りたいと願っていた。
その望みが叶ったのは，1969年６月だった。以後11年間，写真を辞める80
年までキャロルは少なくても50枚の Xie の写真を撮っている。
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この Xie に当てた手紙の中に，キャロルは，キャロルでなければ，また
Xieに宛てたのでなければ作れない実に個性的な謎なぞを書いている。
　Xie No. 2222. You may remember the number (in case you want 
more) by saying to yourself, “It is too too too too delicious!”…………
　Here is a riddle”----“What is the best way to secure Excellence in a 
photography?”
　“First you take a ‘lence’, and then put ‘ecce’ before it.-----
素晴らしい写真を撮るにはどうするか。「まずレンズを用意してその前に 
Xie を坐らせればいい」と言うのが答えである。
キャロルはさらに少なくても二つの謎なぞを Xie のために作っている。
1880年２月23日付けの手紙で送られたものである22）。
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My First’s a drink resembling wine:        
My Second closely follows nine:            
My Third doth sentences combine:         
My Fourth is hung upon “the Line”:       
My Whole’s a victim I design
To photograph when days are fine. 
 
一番始めに来るのはワインに似た飲み物 →Ale
２番目に来るのは nine のすぐ後に来るもの →X
３番目は文をつなげるもの →and
４番目は“the line”にかけるところ →RA (Royal Academician)
全体は晴れた日に写真を撮ろうと虎視眈々と狙っている私の犠牲者。
　答えは Alexsandra。エクシーの本名である。
My First has no beard---but its whiskers abound:    
My Next has a beard---but no eyes:               
My Whole has two eyes---and a nourishing sound   
That reminds one of pudding and pies.
１番目には beard がない―でも回りには whiskers がある
 →kit<kitten
２番目にはひげがある―でも目がない。 →chin
全体では目が二つある―そして空腹のとき嬉しい音の響きだ　
プディングやパイを思い浮かべるような。 →kitchin<kitchen
　答えは Kitchin。エクシーの姓である。
こういうきわめて私的な精度の高い謎なぞ詩がお気に入りの少女友達の
ために創られたのである。
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２．Puzzle 　パズル
キャロルが少女友達に送った手紙で，パズルを含むものとして，オリ－
ヴ Olive Butler（1879-1971）の例だけ挙げておこう。1892年11月３日にキ
ャロルは友人のバトラーが，13歳の娘，オリーヴと乗馬しているのに会っ
た。その日の日記に「オリーヴはとても美しい顔をしている」と記してい
る23）。キャロルはその日のうちにルース Ruth Florence（b.1881）とヴァイ
オレット Christina Violet（b.1884）と言う二人の妹の名前も聞き出した。
二日後に母親に手紙を出して，「初めて会った時，オリーヴはとてもフレン
ドリーだった。私たちは良い友達になれそうな気がする。……オリーヴが
私の作ったゲームを学んでしてみる気があるでしょうか……」と聞いてい
る24）。この時のゲームというのは“ランリック”という盤上でするゲーム
のことである。
母親から快い返事をもらったのだろう。1892年11月20日，キャロルはオ
リーヴに手紙を書き，以下のパズルを送っている25）。
“Three letters are sent to No.14 Norham Gardens, for three little 
girls. Explain why the result is that one loses all her falseness, another 
loses all her gentleness, and another becomes a regicide.” 
ノーハム・ガーデンズ14番地はオリーヴ達の住居である。この家の3人の
小さな女の子に宛てて送られた手紙で，「なぜ結果がこんなになってしまっ
たのだろう。一人は全く嘘がつけなくなり，もう一人は優しさを失ってし
まい，後一人は国王殺しになるとは」と尋ねている。
この問いを少女達がどう解決したかはわからないが，The Letters の編者 
Morton Cohen 氏の注から引用すると，
The solution to Dodgson’s “new puzzle” is, possibly, that by the 
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addition of the letters “t”, “n” and “r”, Ruth becomes Truth, Violet 
becomes Violent, and Olive becomes Oliver ( as in Oliver Cromwell). 
ｔ，n，ｒの文字を加えることによって，Ruth は Truth，に Violet は 
Violent に Olive は Oliver（クロムウェルの名前）になるからである26）。こ
の新しい形のパズルも，もしオリーヴへの手紙が公表されなかったら我わ
れは知ることがなかったであろう。この例からも，キャロルにとって名前
を知ることがいかに大事なことだったかがわかる。名前の持つ力を交友に
余すことなく活かしたのだ。
この３人の父親は，Arthur Gray Butler（1831-1909）という劇作家で詩
人。 以 前 は Oriel College の フ ェ ロ ー だ っ た。 母 ハ リ エ ッ ト は Maria 
Edgeworth の姪だった。しかし，キャロルとバトラー家とのいい関係は長
く続かなかった。おそらく娘たちを知的に啓発してやろうとするキャロル
の熱意が激しすぎ，正しく理解されなかったのだろう。娘たちをパズルや
ゲームに引き込もうとする，と両親が反対したのかもしれない。父親や，
母親に宛てたかなり辛辣な手紙が残っている。その手紙よりも後の日付け
の，キャロルを慕うオリーヴの手紙が残っていていたわしい。関係の壊れ
た人に残された手紙がどういう訳で公表されたのかはわからないが，この
一家とのやり取りは，他にもあったかも知れない交友関係破綻の実態が垣
間見られる貴重な例だろう。
３．Doublet　ダブレット　
1878年頃考案されたダブレットは “Word-Links” と呼ばれ，キャロルの
全てのゲームの中で一番人気があった。それは，やがて，Doublets A word-
Puzzle として1880年に Macmillan 社から出版された。
Doublet と言うのは person と parson のように同一語から分かれた語の
一方のことを言う。小学館の Random House 英和辞典には以下の説明があ
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る。〈ある語の一文字を置き換えて別の語を造り決められた単語にするゲー
ム〉キャロルが遊びにつけた名前が市民権を得た訳だ。
1879年３月29日，Vanity Fair 誌に A New Puzzle と題してキャロルは以
下の内容の記事を書いた27）。キャロルはその前の10年間，同誌に Acrostics 
と Hard Cases を載せて読者に競い合ってもらって好評だった。しかし，そ
れに負けない自信のほどが窺える。
「 次 の ３ 週 間， ４ 月 の ５ 日，12日，19日 に 予 備 段 階 の ダ ブ レ ッ ト
（preliminary doublets）が載ります。４月19日から７月26日までを含めて
競い合いをします。３等まで賞金を出します」そして，以下のダブレット
を例に挙げた。
Head→Heal→Teal→Tell→Tall→Tail
「Head と tail が“Doublet”，その間にあるのが，“Links” で，全体を“a 
Chain” と呼びます。一年間私はこのゲームを友人に試して成功しています」
この「友人」と言うのは妹たちやキャロルが選んで知り合った少女たち
であった。
ダブレットの規則は，比較的簡単である。まず同じ文字数の二つの言葉
を用意する。一度に一文字だけ変えて与えられた最後の文字にたどり着く。
間に入るリンクは少ないほどいい。リンクに使う言葉は ‘good society’ で使
う言葉。大文字で表されるような固有名詞は避ける。キャロルはこのゲー
ムに使われる語彙集を作り，1879年にマクミラン社から出版された
“Doublets” に Glossary を載せた。
もともと数学者であるキャロルは，読者に同時に数学的な頭脳も使わせ
たかった。ダブレットの解答をより価値の高いものにするために回答者が
得点を数えられるようにした。例えば４文字の語と語をつなげるのに指示
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された数のリンクを使って変化させ，間に入るリンクが４個のものは８点。
５個になったら７点，８個なら４点，12個なら０点とする，とキャロルは
提案した。Vanity Fair 誌はその提言を採用した。
1879年３月29日の出題。（１回３問）
　Drive Pig into Sty ……………… Links needed  4
　Raise Four to Five ……………………………… 6
　Make Wheat into Bread ………………………… 6
次第に難しくなって７月５日には
　Make Winter Summer ………… Links needed  13
7月12日には以下のような難問も出された。
　Put Rouge on Cheek ………… Links needed  16
キャロルは仲良しの子供友達に言葉で頭をひねらせる “verbal torture” 
と言えるような遊びを与え，手応えを感じ，これは行けると確信を持った
のだろう。雑誌に掲載されなくなっても，キャロルは折に触れ少女友達に
このゲームをさせた。
1896年３月８日付けの手紙28）に拠ると，Elizabeth Bury にダブレットを
送って，やり方の説明をし，「リンクが少なければ少ないほど得点が高くな
ります。得点をつける規則は，“Take the square of the number next above 
the number of letters in each word, and deduct 2 for each Link.” （単語の文
字数の一つ上の数字の２乗からリンク一つにつき２を引きます）」と得点に
ついて説明している。「例えば，“Turn CAT into DOG.” 答え：cat→cot→ 
dot→dogこの場合の得点は16マイナス４，つまり12点です」と。雑誌に載
った時よりも複雑にしている。 
キャロルの手紙の編者 Choen 氏の注によると，この手紙をもらった 
Elizabeth Bury の娘は後にこう証言しているそうだ。キャロルは楽しんで
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少女達に自分の関心のある問題を与えていたが，「解くようにと与えられた
文字パズル，数字パズルは，時には ordeal （厳しい試練･神の前での審判）
のようだった」と母親から聞いていたと。
４．Syzygies　シズィジーズ
辞書によると，この言葉は，朔
さく
望
ぼう
と言って，太陽，地球，月が一直線に
並ぶことを言う。反対のもので対をなす二つのものを言うこともある。後
に Syzygies の読み方は，と聞かれたキャロルは手紙で，“sizzijiz”ですと答
えている。
1879年12月12日，キャロルは日記に「ある語を別の語に変える新しいや
り方を考案した。そのゲームをシズィジーズ呼ぼう」と記し，向かいの頁
に以下の３例を挙げている29）。
Send MAN on ICE　　　人を氷上に送りなさい
　　　　　MAN
　　　　Permanent
　　　　　　　Entice
　　　　　　　　ICE
RELY on ACRE　　　大地に頼りなさい　　
　　　　　ACRE
　　　　Sacred
　　　　　Credentials
　　　　　　　Entirely
　　　　　　　　RELY
Prove PRISM to be ODIOUS　　 プリズムが濁っていることを証明し
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なさい
　　　　　　　　PRISM
　　　　　　　　Prismatic
　　　　　　　　dramatic
　　　　　　melodrama
　　　　　　melodious
　　　　　　　ODIOUS
このゲームは Doublet を複雑にしたもので，語でつなぐという点では同
じである。1891年７月から1892年６月まで Lady 誌に載った。
この思いつきを最初に手紙で明かした相手はヘレン Helen Feilden 
（1859-1947）だった。以下は1879年12月31日付けのヘレンへの手紙である30）。
……君は以前私のパズル〈ダブレット〉をとても好意的に考えてくれ
ました。だから，まだ実験的で，確定してない段階だけど，君に新し
いパズルを送ります。それをやって見て，それがどう働くか教えても
らえたら本当に感謝します。どんな二つの言葉を思いつくままに取り
上げても，できるはずです。三文字か四文字が重なる語（これを Chain 
と呼びます）を間にはさんでください。
ヘレンは少女友達の一人で，1873年１月30日にキャロルに写真を撮って
もらっている。1878年10月23日にも母親と訪れて写真を撮っており，キャ
ロルとの交友は生涯続いている。父親は Henry Arbuthnot Feilden （1827-
1909），聖職者。ヘレンが後に州長官になった Mason と結婚していること
はわかっているが，それ以上はわからない。シズィジーズをキャロルに送
られた時，ヘレンは20歳ぐらいになっていた。このことから，キャロルは
むしろ大人向けのパズルを考えていたのではないかと思われる。 
シズィジーズが載った Lady 誌は，V anity Fair 誌の創始者，劇作家で政
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治家の Thomas Gibson Bowles（1842-1922）が基金を出して創刊した雑誌
で，キャロルはこの誌面に女性に向いた劇を紹介したり，劇評を書いたり
していた。この雑誌にシズィジーズを載せたのだ。
シズィジーズだけで1891年に，別に Lanrick と共に1893に出版されてい
る。『ピクチャ ・ーブック』によると，これは私的に頒布するために印刷さ
れたものである。定義と遊びの規則得点の出し方が詳しく述べられてい
る31）。簡単にまとめると以下のようになる。
・二つの言葉に含まれる共通の文字を Syzygy という。
・最初出された二語を Links という。
・Links を含め間に使われた一連の語を Chain という。
・前後の語と重ならない文字を waste という。
ここで，Introduce WALRUS to CARPENTER を例に挙げている。
（上線，下線は筆者。上下の単語と文字が重ならないところが waste である）
Walrus Wal=3
Peruse e=1
Harper h=1
Carpenter C=1, nter=4
waste（失点）の計算　３+１+１+１+４=10
・どちらかの Link が７文字以上なら７を越えた文字を１点として上
記から引かれる。Carpenter は９文字なので，－2，だから10－2=8
で，この waste は８点。
・与えられた Links のどちらを先に置いてもいい。
・使用できる語は以下の規定を満たすもののみとする。
接頭辞接尾辞の同じものは使えない。‘good society’ で会話，手紙，本に
普通に使われるもののみ可。大文字で書く固有名詞は駄目（例 china は可
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だが，Chinese は不可）。二語に同じものが含まれているものは駄目。文法
上変化した形はいいが，同じ文字で始まるものは駄目（例，dog, door は不
可）。同じ文字で終わるものは駄目（例，onion, moon は不可）。前置詞か
ら生まれた接頭辞を取り去ると同じものは駄目（例，undone, indoors, か
ら un, in を取ると，同じ do- で始まるから不可）。動詞や名詞の合成語はよ
い（例，landlord, handmade は可）。と言うように使われる語は細かく制限
される。
ここでは省くが，このゲームに数学的要素を加えようと，キャロルは 
waste と Syzygies の文字数を使って得点の算出方法も編み出し公表して
いる。キャロル自身はこのゲームが広く受け容れられ，人々を喜ばせるだ
ろうと期待したようだ。以下の手紙にそれが垣間見られるが，実際はキャ
ロルの期待に反しダブレットの単純さの方が好まれたようだ。
1891年９月18日付けのイーディス Edith Mary Nash （1873-1950）への手
紙で，キャロルは Lady 誌の Syzygies prize-competition に応募するように
勧めている32）。イーディスはキャロルが1884年にイーストボーンの海岸で
会った美しい少女で，頭も良かったのだろう。Issac Nash と言う金物製造
業者の娘で，キャロルにロジックを教わっている。
もう一通は，1891年７月28日付けの R. H. Collins への手紙である33）。 
Collins 氏は，オックスフォードのクライスト・チャーチの学生となった 
Prince Leopold の tutor だった。1875年５月にキャロルがレオポルド王子
の写真を撮るための仲介を頼んだことが縁で知り合いになっていた。手紙
には Collins 夫人に宛てた文書が同封されていて，「おそらく Lady 誌はお
とりでしょうから，週毎の私のパズルが楽しめるでしょう。以前の私の 
word-puzzle は V anity Fair 誌に長いこと掲載されましたが，この新しい 
Word-Puzzle （=syzygies）はもっと変化に富んでもっとおもしろいでしょ
う」とある。
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５．Mischmasch　ミッシュマッシュ
ミッシュマッシュは二人あるいは二組で競う言葉のゲーム。1880年８月
13日にキャロルは日記に書いた。「一時間かそこら海岸で共に過ごした後 
ハル家の子どもたちに，（まだ名前のついてない）新しいゲームを教えた。
一人のプレーヤーが３～４文字を言い，他の人がそれを当てるゲームだ」34）
キャロルの日記10巻の編者 Edward Wakeling 氏はここで言うキャロルの
新しいワードゲームは「ミッシュマッシュ」の初期の形ではないかと言っ
ている。ミッシュマッシュは1881年６月に Monthly Packet 誌に登場し，
1882年11月に改訂されている。
キャロルが発行した規則の前書きによると，このゲームのエッセンスは
一人の Player が，例えば，‘gp’ ‘emo’ ‘imse’ のような二文字以上の文字の
組み合わせ（これをa “nucleus”という）を上げて，他方が，‘lawful word’ 
（つまり普通の社会で使う言葉で，固有名詞でないもの）を見つけ出すもの
である。‘magpie’ ‘lemon’ ‘himself’ などは上記の ‘nuclei’ を含んでいる。
1880年11月23日に，キャロルは手始めにこの問題を従兄弟で，Godson の
Willie Wilcox に手紙を添えて送っている35）。
「長い夕べをクリケットや，フットボールとは違うゲームをする時間があ
るなら，学友達と私の新しいゲーム Mischmasch（ミッシュマッシュ）を
してごらん。ルールはわかりやすいと思うけどけど，もし，わからなかっ
たら，説明してあげます」と，キャロルは父親のような配慮で，従兄弟に
頭を使わせようとしている。「ゲームの名前は直接家庭内回覧雑誌から取り
ました。ドイツ語で，英語では，Midge-madge。知的な読者には説明は不
要でしょうが，Hodge-podge と同じです」
Mischmasch と言うのはキャロルが中心になって進めた家庭内回覧雑誌
の一つで，1855年に始まっている。「英国民に称賛されるような高い水準
のものを目指そう」と前書きで呼びかけている。しかし実際は他の姉妹弟
達からの寄稿はなくキャロルの独壇場だった。現存していないものもある
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が，全部で８冊あったというこの類のものの中で最晩年のものである。以
下の迷路は Mischmasch に載ったキャロルが考案し作成したものである。
この手紙の２日後にキャロルは再び手紙を書いて，従兄弟が自分の送っ
た小切手を受け取れるようにしてやっている。ここでさらに難しいミッシ
ュマッシュの問題を提示している。“mfi” from “comfit”, “ols” from “bolster”, 
“vv” from “navvy”, “ngu” from “tongue”, “ewh” from “somewhere”, “sten” 
from “listen”
1882年11月29日には，２年前の９月，イーストボーンで出会いその「美
しい脚をした」少女をモデルに絵を描いたことのあるヘレン Helen Cowie 
に手紙を出した36）。「おじさんが考えたミッシュマッシュというゲームをし
てみたくはないかい。君はもうおじさんを忘れてしまったかも知れないけ
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ど，私は良く覚えているよ」という内容だった。キャロルのゲームに対す
る熱意がわかる。
1882年から数年，キャロルは大勢の少女友達にパンフレット「ミッシュ
マッシュ」（1882）を送ったり，イーストボーンの Dirleton 校でミッシュ
マッシュを教えたりしている。1884年にはアメリカから来たファンレター
に The Lowrie Children 様と呼びかけて返事を書いている37）。　
この返事は特別なものだったらしい。「返事をもらったことを公にしない
で欲しい」と頼んでいる。書いているうちに自分がどんな相手に向かって
書いているのか知りたくなったのだろう。「あなた達の名前と年を教えて下
さい」と書いている。手紙の最後に「私はゲームを発明するのが好きです。
その一つミッシュマッシュのルールを同封します。気に入るかどうか。こ
のゲームの利点は，台も何もいらないことです。歩きながらでも，気球に
乗っていても，diving-bell（潜水鐘）の中にいてもどこでもできることで
す！」と結んでいる。
1892年11月12日付けの Oxford High School の校長の Miss Alice Ottley 
への手紙38）によると，キャロルはオトリー校長の要請で，この学校の少女
達の前でミッシュマッシュのゲームを30分くらいしたらしい。ミス・オト
リーは，後に Worcester にハイスクールを開き高く評価され，Alice Ottley 
School と自らの名前を冠せられることになった教育者である。キャロルは
少女友達に知的な刺激を与えようという一途な思いから女子教育にたずさ
わる人びとに接近したのだった。
10年以上にもわたって，キャロルがこのゲームを熱心に人びと，主に少
女達に推奨していたのは，ゲームを通して少女達に言葉に関心を持ち，語
彙を増やしてもらいたいという一心からだったに違いない。
1897年４月にはかつてのクライスト・チャーチの教え子 John Alfred 
Rivington （1846-1931）から娘，ドロシア Dorothea Marie Caloline（1883-
1951），通称ドリー Dolly と，パティ Patty（b.1884）を紹介されていた。
二人は14歳と12歳。キャロルは少女達とミッシュマッシュをして遊んだ。
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その後４月13日にドリーに宛てた手紙で，キャロルは「もっとミッシュマ
ッシュのゲームをしてみたかい？」と聞いて，「ミッシュマッシュに使う小
さな言葉の固まりは a “nucleus”（核）と呼ぶんだよ。君のために素敵ない
くつかの “nuclei”， kab, kat, pera, pula, pulo を送って上げよう」と言って
いる39）。
６．Acrosstic　アクロスティック
キャロルが楽しんだ言葉遊びには他に，大勢の少女に送ったその人の名
前を詩に読み込んだアクロスティックがある。これはキャロルが自分の著
書に献辞として載せたものの他は，少女達に送った献呈本に書かれたり，
少女達への手紙に書かれ，ひっそりと眠っていた。あるものは公にされた
が，まだ埋もれているものも消えてしまったものも多いに違いない。
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ここではキャロルが『不思議の国のアリス』のモデルになったアリス， 
Alice Pleasance Liddell（1852-1934）達３姉妹に1861年のクリスマスに送
った “Holiday House” という本の見返しに3人の名前を織り込んだ前頁の
アクロスティックを例に引くに留めよう。
各詩行の最初の文字を縦に読むと，LORINA, ALICE, EDITH となる。
７．Anagram　アナグラム
1982年からアリスの父 Henry Liddell の後をついでクライスト・チャー
チの学寮長になったパジェット師 Francis Paget （1851-1911）は，キャロ
ルの晩年の学寮での生活の慰めになっただろう。1901年には Bishop of 
Oxford になっている。キャロルの死に際し葬儀を執り行った一人はこのパ
ジェットだった。
パジェットはアナグラムやことば遊びにキャロルと共通の興味を持って
いた。キャロルの日記に，パジェットのことが書いてある40）。
Jan: 28.(W).  College meeting: I was put on Board to examine for 
Mathematical Junior Studentships. Paget told me of 
definition given to him in a school examination. “Average. 
A thing that hens lay eggs on.” This because of a sentence 
in a book “In this country, hens lay two or three eggs on 
an average, every day.” 
（学校の数学の試験は）「平均。雌鶏がその上に卵を産むものだよ」こ
れは，本にこんな文があるからだ。「この国では雌鶏は毎日平均して２
個か３個の卵を産む」
キャロルはパジェットの言葉をそのまま書いている。相手の言った言葉
が気に入った証拠だ。キャロルはパジェットと言葉を使った知的な遊戯を
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競い合って楽しんでいたのだろう。1874年２月21日付けの手紙でパジェッ
トに出された問題に返事をしている41）。
　
親愛なるパジェット様
　“Ah! W e dread an ugly knave!”（「ああ，我らは醜い悪漢を恐れる！」）
どうですか。夕べベッドに入ってから考えついたんです。“Edward 
Vaughan Kenealy” 紛れもないアナグラムです。
これは実在の人物で，称号や，領地などの申請人のための評議委員長だ
った人である。キャロルは新聞に出てくる名前を使ってアナグラムを楽し
んでいたようだ。
Handbook No.67によると，少なくともキャロルはアナグラムを新聞に送
って，出版しようと用意していたらしい42）。1868年11月25日の日記に
「Gladstone の 敗北に関しての The Times の報告について，Standard に手
紙を書いた。それに，夜眠れないでいた時，考えついたアナグラムも送っ
た」とあるが，出版はされなかったらしい。
普通のアナグラムでは物足りないと思ったのだろう。キャロルは
“Anagrammatic Sonnet”というものを考え出した。
1877年12月18日付けのモード Maud Standen への手紙で「私の考え出し
た Anagrammatic Sonnet はあなたには初めてでしょう。各行４詩脚からな
っています。各々の詩脚がアグラムです。つまり，各詩脚の文字が並べ替
えられて一文になります」と書いて６行からなる詩を送っている43）。最初
の２行だけ上げておく。
As to the war, try elm. I tried.
The wig cast in, I went to ride.
キャロルは「この詩はこうなります」と，アナグラムの答えを送ってい
115
る。上記の各詩脚と対比してみてほしい。
Oats ・wreath ・myrtle・tidied
Weight ・sciant・ twine ・rioted
この後に４行が続くがここでは省略する。これはモードが後年1924年
に，キャロルからもらった手紙６通を26部印刷して，私的に配布したこと
から明るみに出た。言葉の面白さの追求に目のないキャロル研究者は，そ
の才能に舌を巻き，さらに新たな解を模索している。
1894年３月29日付けの手紙44）でメイベル Mabel Spencer Scott（1871-
1949）に送ったアナグラムは傑作だ。
おやまあ，おやまあ！世の中どうなっているんでしょう！17歳を過ぎ
た若いお嬢さんが，70歳前の若い紳士に「愛」を送るとは！
明らかにあなたの頭はアナグラムでひっくり返ったのですね。あなた
の考えている良いアナグラムは，疑いもなく，
AMIABLEST? （最も愛らしい人？）
‘TIS MABEL! （それはメイベル！）
（つまり「今実在する最も愛らしい若いレディは誰？」「それは誰かさん」）
全く良くできたアナグラムです。でも，私ならもっと良いアナグラム
を作ってやれます。
WHERE MABEL?　（メイベルはどこ？）
WE BLAME HER. （我々はメイベルを非難する）
（つまり「誰かさんは今どんな状態かと言うことです」「彼女の心の状
態は，分別ある友達みんなが首を傾げるような状態です！」）
イーディスに愛を送って下さい，そして，いいですか，（悪いのは君で
す，わかってるね，私じゃないよ）
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むすび
キャロルはどのゲームも遊びも完成させて世に出すまでに相当の年月を
費やしている。その間にキャロルは積極的に少女友達を作り，可能性を見
極めた上で彼女たちにゲームを与え，楽しみながら，問題の難易度を実践
によって見極め，改良すべき所があれば改良しようとした。
キャロルの子供，特に美少女への偏愛が，興味本位に取りざたされるこ
とが多いが，まだ「家庭の天使」の思想が根強く残っていた英国社会で，
キャロルほど多くの少女達の才能を見いだし，彼女たちがより豊かな人生
を送れるように助力した人はいなかったのではないかと思う。趣味の写真
についてしばしば誤解されることがあるが，刻々移ろいゆく少女達の美し
さを永遠に留めたいと思ってのことだし，無垢な幼女のありのままの姿を
写真に残しただけだった（キャロルは必ず両親の許可と本人の承諾を得て
撮影している）。
キャロルが可愛がった女優のイサ Isa Bowman （1874-1958）はキャロル
の死後，The Story of Lewis Carroll（1899）という本を出版している。その
中でイサが，「子供に退屈することはないのですか」と尋ねると，キャロル
は，“They are three-fourths of my life” と答えたと証言している45）。
対象とする「少女友達」の年齢は Matthew Demakos 氏が検証している46）
ように，キャロルの年齢と共に変わっているが，知的に啓発してやろうと
いう熱意は変わらなかった。常にキャロルの心には真の教育者としての愛
情があった。そして，子供には問題解決に取り組む心が何にもまして大事
だという信念があった。汽車の中でパズルをした少女に送った手紙の次の
一文が全てを語っていると思う47）。
A state of puzzlement is good for the young, as it leads to a spirit of 
enquiry.
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Carroll, Puzzles and Child-Friends
Kimie KUSUMOTO
《Abstract》
Lewis Carroll (Charles L. Dodgson) ended his life just before his 66th 
birthday. His sudden death deprived us of the opportunity to acquaint 
ourselves with his intellectual puzzles and riddles that were still to be 
published. Luckily, however, some of his clever devices were kept and 
found in the letters left in the hands of his dear child-friends. In this paper, 
I trace mainly riddles and puzzles through the letters that have come to 
light, as well as word-games, such as Doublets, Syzygies and Mischmasch, 
to know how he devised them and used them to play with his child-friends. I 
have tried to introduce parts of their letters to show the character of their 
friendship. Carroll’s child-friends were surely Muses to him when he 
created riddles and puzzles and even games. What had been in Carroll’s 
mind was the strong love for the young, especially girls, to help them to 
enhance the abilities they had and enjoy their lives by cultivating ‘a spirit of 
enquiry,’ and ultimately to raise the status of women.
